
42016.　6.　11対対象 日日時 場会場 内内容 講講師 定定員 費費用 申申し込み 問問い合わせ凡例

経済観光部長
笠原 道弘

■町田薬師池公園四季彩の杜観光拠点づ
くり

■創業者支援の推進
■（仮称）「観光まちづくり計画」の策定

北部丘陵担当部長
荻原 康義

■北部丘陵活性化計画アクションプラン
の策定

■山林の活用方針の作成
■都道155号線の整備及び管理計画（案）
の策定

環境資源部長
小島 達也

■第二次町田市環境マスタープランの推
進と、後期アクションプランの策定
■家庭系ごみ・事業系ごみの減量と資源
化の推進
■持続可能なエネルギー事業の促進

循環型施設建設担当部長
田後 眞人

■建設地周辺住民との協働による施設整
備の検討
■熱回収施設等の建設事業者の選定
■ビン・カン等、資源ごみ処理施設の設
備の検討

建設部長
楠本 啓二

■都市計画道路の整備
■幹線道路の渋滞緩和
■駅周辺施設の整備

都市づくり部長
宗田 隆由

■南町田駅周辺地区のにぎわいある拠点
づくり

■町田薬師池公園四季彩の杜の魅力向上
■多摩都市モノレールの延伸検討

都市整備担当部長
須原 和男

■町田駅周辺のまちづくりの推進
■鶴川駅周辺街づくりの推進
■相原駅西口の生活中心地形成

下水道部長
大場 信吾

■下水道整備の促進による良好な生活環
境の実現
■下水道事業の安定した経営の促進
■施設の耐震化などによる災害に強いま
ちづくり

会計管理者
藤田 明

■会計事務システムの再構築
■管理会計機能の強化
■資金管理計画に基づいた効率的な資金
管理

市民病院事務部長
亀田 文生

■経営状態の安定化
■患者満足度の向上
■災害拠点病院としての機能強化

医事調整担当部長
関口 高史

■新公立病院改革プランの策定
■地域医療連携の推進
■病院機能評価受審準備の推進

議会事務局長
古谷 健司

■議場見学の推進
■議会報紙面の充実
■新たな情報発信の検討

選挙管理委員会事務局長
古屋 中

■迅速な選挙情報の提供
■参院選に向け、投票行動につながる啓
発事業の実施

■若年層に向け、出前講座やSNSを活用
し、投票行動につながる啓発事業の実
施

監査事務局長
高橋 修一

■財務監査におけるリスクアプローチ
■監査事務の委託による監査報告書の質
の向上

■「都市監査基準」に準拠した監査の実
施

農業委員会事務局長
荻原 康義

■農地利用最適化
■農地利用集積円滑化事業による農地の
あっせん
■地域に密着した農業活動の支援

学校教育部長
𠮷川 正志

■学校施設・設備整備の計画的推進
■小・中学校が連携した教育の推進
■児童・生徒の学力・体力の向上に向け
た取り組みの実施

生涯学習部長
北澤 英明

■地域づくり型生涯学習の推進
■文化財の保存と活用の促進
■図書館利用者の拡大

2016年度のすべての取り組み項目、
及び詳しい内容については、町田市ホ
ームページで公開しています。

　部長は、年度当初にその年度の
目標を設定し、中間期に取り組み
の進捗状況、年度末に取り組みの
成果を確認し、評価を行います。
　各段階において、市長がその内
容を確認します。 市長確認

目標設定 中間確認 成果確認
自己評価➡ ➡
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部長の仕事目標の流れ

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

ご
参
加
を

町
田
市
長

　

石
阪
丈
一

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信

カ
ワ
セ
ミ

　　

通
信
１１４１１４１１４

町
田
市
立
小
・
中
学
校

教
科
用
図
書
展
示
会

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
2

0
1
7
年
度
に
市
立
小
・
中
学
校

で
使
用
す
る
教
科
用
図
書
の
展
示

会
を
開
催
し
ま
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
6
月
17
日
㈮
〜
7
月
6
日
㈬
、

い
ず
れ
も
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

場
教
育
セ
ン
タ
ー
2
階
資
料
室
・

展
示
室

問
教
育
セ
ン
タ
ー
辺
7
9
3
・
2

4
8
1
返
7
9
1
・
0
3
5
9

市
立
図
書
館
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
催
〜
特

別
展
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
―
時
空
を

超
え
た
旅
―
」

関
連
文
化
講
演
会

　

東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ

る
特
別
展
「
古
代
ギ
リ
シ
ャ
―
時

空
を
超
え
た
旅
―
」
を
解
説
し
ま

す
。
参
加
者
に
は
同
展
（
6
月
21

日
〜
9
月
19
日
開
催
）
の
招
待
券

を
1
人
1
枚
差
し
上
げ
ま
す
。

日
7
月
2
日
㈯
午
後
2
時
開
演

場
中
央
図
書
館

講
東
京
国
立
博
物
館
学
芸
企
画
部

・
白
井
克
也
氏

定
1
1
7
人
（
申
し
込
み
順
）

申
6
月
16
日
正
午
〜
27
日
に
電
話

で
イ
ベ
ン
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
辺
7
2

4
・
5
6
5
6
）
へ
（
申
し
込
み

は
2
人
ま
で
）。

　

今
年
は
平
年
よ
り
早
く
梅
雨
に

入
り
ま
し
た
。
こ
の
時
季
の
野
鳥

は
、
子
育
て
の
最
中
で
、
ス
ズ
メ

や
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
幼
鳥
を
連

れ
た
群
れ
が
目
立
ち
ま
す
。

　

過
日
、
小
野
路
地
区
の
里
山
に

遊
び
、
夏
鳥
を
探
し
ま
し
た
。
キ

ビ
タ
キ
の
囀さ

え
ず
り
が
聞
こ
え
、
オ
オ

ヨ
シ
キ
リ
も
田
ん
ぼ
の
小
さ
な
ヨ

シ
原
で
盛
ん
に
囀
っ
て
い
ま
し

た
。
谷
戸
の
田
ん
ぼ
で
は
キ
ジ
の

オ
ス
や
カ
ル
ガ
モ
の
親
子
に
も
出

会
い
ま
し
た
。
あ
ち
こ
ち
の
谷
戸

田
も
田
植
え
が
終
わ
り
、
蛙か

え
る
の
合

唱
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
そ
の
上

空
を
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
「
特
許
許

可
局
」
と
囀
り
な
が
ら
横
切
っ
て

い
き
ま
す
。

　

さ
て
、
先
月
末
に
、
小
野
路
の

「
小
野
路
宿
里
山
交
流
館
」
は
10

万
人
目
の
お
客
様
を
迎
え
ま
し
た

（
本
紙
1
面
参
照
）。
ビ
ジ
タ
ー
セ

ン
タ
ー
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
2

年
8
か
月
、
予
想
よ
り
早
く
来
訪

者
10
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

江
戸
期
に
あ
っ
た
6
軒
の
旅
籠

の
う
ち
の
一
軒
、
旧
角
屋
を
改
修

復
元
し
た
建
物
は
、
楓か

え
で
の
木
を
中

心
と
し
た
庭
の
風
情
と
も
ど
も
、

往
時
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
こ
の
辺
り
の
里
山
を
散

策
に
訪
れ
る
人
々
に
、
好
感
を
持

っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

加
え
て
、
地
元
の
人
々
が
構
成

員
と
な
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
運
営

を
担
っ
て
い
て
、
訪
れ
る
人
に
笑

顔
と
お
い
し
い
食
事
（
小
野
路
う

ど
ん
は
、
と
て
も
お
い
し
い
だ
し

が
効
い
て
い
ま
す
）
と
新
鮮
な
地

元
の
野
菜
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
の
も
こ
こ
の

特
徴
で
す
。

　

里
山
を
大
切
に
し
よ
う
、
と
は

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
町
田
市
の

内
外
か
ら
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
理

由
は
、
こ
こ
が
、
里
山
の
良
さ
を

具
体
的
に
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
貴

重
な
施
設
で
あ
り
、
お
も
て
な
し

を
心
が
け
て
い
る
運
営
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

問
中
央
図
書
館
辺
7
2
8
・
8
2

2
0
返
7
2
9
・
6
1
6
0

 

町
田
市
民
文
学
館

２
歳
児
あ
つ
ま
れ
外

「
夏
」
を
あ
そ
ぼ
外

　

年
齢
を
限
定
し
て
、
発
達
に
応

じ
た
絵
本
や
わ
ら
べ
う
た
遊
び
で

言
葉
に
親
し
み
ま
す
。

※
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

対
2
歳
児
と
そ
の
保
護
者

日
6
月
23
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

場
同
館
2
階
大
会
議
室

問
同
館
辺
7
3
9
・
3
4
2
0
返

7
3
9
・
3
4
2
1

ご　

案　

内

催　
　
　

し
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